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「次世代通信技術の基盤となる光電融合デバイスの最新測定技術」

次世代通信において低消費電力・高密度化は、社会実装に向けて基本的
な要請事項です。光電融合デバイスはそのための基盤技術であり、データ
センターやコンピューティング技術、自動運転、スマート工場、スポーツ、
エンターテイメントなどさまざまな分野で活用が期待されています。
光電融合デバイスの研究開発では、光デバイスの応答特性評価や、基板
実装時の基板評価、AiP（Antenna in Package）の評価などさまざまな
課題があります。これらのニーズに対応する測定技術を紹介します。

6G ＆ IoT社会を実現する通信の未来へ 
「はかる」を超える、ワイヤレステストソリューション

日時
12月1日（金） 13:15 - 14:00　　　

会場
展示ホール出展企業  セミナーA会場　　　

登壇者
アンリツ株式会社 
通信計測営業本部 第1営業推進部
川内 清

展示ホールD 

ここにも展示しています。
ベクターセミコン（株） 様  　I-09
森田テック（株） 様 　B-10

会期中アンリツは、出展企業セミナーを行います。せひご聴講ください。（聴講料無料・事前登録不要）

端末の最大パフォーマンス評価、発熱対策を進めるうえでは、実
網評価では困難な安定性・再現性の高い試験環境が求められ
ています。
MT8000Aとシールドボックスを使用することでこの課題を解決
します。

周波数帯域の利用効率改善策として検討されている、帯域内
全二重通信実現のための干渉モニタリング装置の開発につい
てご紹介します。

マイクロウェーブ展  2023マイクロウェーブ展  2023

出入口 出入口

セミナーA会場

MWE 2023 Microwave Workshops & Exhibition

Nov.29-Dec.1,2023,Pacifico Yokohama,JAPAN

概要

https://apmc-mwe.org/mwe2023/
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近傍界測定システム概念図

アンリツブース レイアウト
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画面イメージ
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Opto-Electronic Network Analyzerに用いられるO/E
校正モジュールは、米国国立標準技術研究所にトレー
スされた基準器で校正され、信頼性の高い伝送特性/
反射特性/群遅延時間の評価結果を得られます。
ME7848Aは、ベクトルネットワークアナライザ・O/E校
正モジュール・E/O変換器で構成され、モジュール構造
は将来の柔軟な拡張性を備えられます。

5Gの高速/大容量・低遅延・多接続の実現にはミリ波の
活用が不可欠ですが、ミリ波は直進性が高いため見通し
の悪いエリアへ到達しないという課題があります。その
解決に反射板の研究が進んでいます。メタサーフェス技
術などで反射角度を制御する反射板の評価に、テスト
ポートを自由に配置できるモジュールタイプのベクトル
ネットワークアナライザをご提案します。

Opto-Electronic 
Network Analyzer ME7848A

光電融合デバイスの
ミリ波帯特性評価

モジュールベクトルネットワークアナライザ
ME7869A

1 5Gミリ波反射板の精密な評価2

5GのAiP/AoPは、システムインパッケージモジュールに対す
る実装が進んでいます。Beyond 5G/6Gで100 GHzを超える
ミリ波領域で、フロントエンド回路を含まずにアンテナのみ
で放射パターンを測定する際の課題に対応するAiPアンテ
ナパターン測定を提供します。

広帯域ベクトルネットワークアナライザ
ME7838シリーズ

Beyond 5G/6G
AiP放射パターン測定3

IEEE 802.11beは、周波数6 GHz帯・最大チャネル帯域幅320 MHz・
最大変調多値数4096 QAM等など新しい技術に対応した無線LAN
です。高解像度のビデオストリーミング・AR/VRなどを実現する基盤
技術として期待されています。

ワイヤレスコネクティビティテストセット
MT8862A

IEEE 802.11be (Wi-Fi 7) 対応
無線LAN機器の送信/受信の性能評価4

MT8862AはIEEE 802.11に準じ
た送信/受信特性を評価する測
定器です。新機能としてIEEE 
802.11beと320 MHz帯域幅を
リリースしました。

無線LAN機器の国内電波法令の
試験項目を簡易評価5

2022年9月に総務省令が公布されて、国内でも6 GHz帯で無線LAN
を使用できるようになりました。MS2840A/MG3710Eは、無線LAN機
器の開発/製造で電波法令の簡易評価にご利用いただけます。

シグナルアナライザ/スペクトラムアナライザ MS2840A
ベクトル信号発生器 MG3710E

車載Ethernet のMDI測定6
電動化や自律走行でECU間の車載Ethernet通信が増加しています。伝送レート1 Gbps
以下かつ全二重通信を、無シールド/ツイストペアケーブルで伝送します。軽量/低コスト
と品質性能を両立するため、物理層の品質保証が重視されます。
MDIリターンロスとモードコンバージョンロス評価にMS46522Bをご利用いただけます。

ベクトルネットワークアナライザ MS46522B

空間伝送型ワイヤレス電力伝送システム（WPT）の評価7

WPTは2022年5月までに920 MHz/2.4 GHz/5.7 GHzの3周波数帯の制度整備が完了
しています。デバイス評価・送電装置評価・電波環境評価の各フェーズで求められる
測定器をご提案します。

シグナルアナライザ/スペクトラムアナライザ MS2840A
フィールドマスタ プロTM MS2090A 
コンパクトUSBネットワークアナライザ MS46122B

60 GHz帯/79 GHz帯レーダ・ センサの送信特性評価8
車内幼児置去り防止などに用いられる60 GHz帯センサや、79 GHz
帯自動車衝突防止レーダなどミリ波を使用したアプリケーションが
増加しています。
MS2760A/MS2762Aは、小型ながら最高170 GHz までの周波数帯
をカバーするスペクトラムアナライザです。

スペクトラムマスタTM　MS2760A/MS2762A

ドローンは、幅広い用途に活用され始めており、今後は
さらに活用範囲が拡大すると期待されています。一方で
機体の制御が不能となって事故へ繋がるという不安は
拭いきれません。そのトラブルの要因を分析するため、上
空の電波環境の調査/把握に関心が高まっています。
MS27100A は、モジュール型のスペクトラムアナライザで
す。軽量・コンパクト・遠隔制御可能という特長から、ド
ローン搭載にも適しています。

スペクトラムモニタモジュール MS27100A

ドローン搭載＆
上空電波環境調査

60 GHz帯 極短時間パルスレーダの電力評価9

日本/欧州/韓国など車内の幼児置去り防止センサの装着が推進される
中、60 GHz帯レーダの利用が増加しています。60 GHz帯レーダは極短時
間パルス幅かつパルス周期の長い信号仕様であるため、サーマル/ダイ
オードセンサでは正確な電力測定に課題があります。

RF/マイクロ波信号発生器 MG36271A
Power MasterTM   MA24507A
USBピークパワーセンサ MA24440A

11
周波数のひっ迫や国際的な周波数利用の協調に伴い、
同じ周波数帯域で複数の無線サービスを共用するケー
スが増えています。
周波数帯を共用する場合に、利用する無線システム間の
共用管理が適切でないと、電波干渉や通信トラブルが発
生して大きな社会問題に発展するリスクもあります。そ
のため、周波数スペクトラムの監視が重要になります。

リモートスペクトラムモニタ MS27201A

長期＆自動の効率的電波監視 12
MS2070Aは、小型・軽量・バッテリ内蔵で可搬性に優れた
ハンドヘルドスペクトラムアナライザです。
基本的なスペクトラム解析はもちろん、干渉波の探索など
にも使用できます。

フィールドマスタ™  MS2070A

さまざまな無線スペクトラム解析や
干渉波の探索 13

MS2080Aは、周波数範囲9 kHz～6 GHzのハンドヘルドスペ
クトラムアナライザです。
5G携帯電話やLocal  5G利活用へ向け基地局保守や無線環
境の評価・維持に貢献します。

フィールドマスタ™ MS2080A

5G NR／Local 5G FR1のフィールド測定

14
最大110 MHzスパンのリアルタイムスペクトラムアナライ
ザとIQデータキャプチャ・ストリーミングでさまざまな無
線通信の干渉障害の原因調査に貢献します。

フィールドマスタ プロTM MS2090A

リアルタイムスペクトラムアナライザとIQデータによる信号解析
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Beyond 5G / 6G

ベクトルネットワークアナライザ MS46522B

SMA
MDI

DUTTest Fixture

周波数範囲：50 kHz～8.5/20/43.5 GHz

MS276xA

MS276xA

センサ（レーダ）
モジュール材料

RF/マイクロ波信号発生器
MG36271A

PowerXpert
Peak Power Sensor Interface

周波数範囲：9 kHz～70 GHz

MA24507A Power MasterTM

周波数範囲：9 kHz～70 GHz
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MA24440A
USBピークパワーセンサ
周波数範囲：50 MHz～40 GHz

スペクトラム
モニタモジュール MS27100A

ポケット
PC

モバイル
バッテリ

モバイル
バッテリ

周波数範囲：9 kHz～6 GHz

GPSアンテナ

LTEドングル PC（事務所）リモートスペクトラムモニタ
MS27201A　

現場に設置

リアルタイムスペクトラムアナライザ
＋スペクトログラム画面

フィールドマスタ プロTM

MS2090A
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フィールドマスタTM

MS2080A

アンテナ

基地局

インターネット



MA25400A
70 kHz～220 GHz 

マイクロウェーブ展2023
アンリツ特設Webサイト

アンリツ株式会社
通信計測カンパニー
Facebook

Beyond 5G/6Gの100 GHz超の差動ミリ波デバイスのモデリ
ングは、これまで2ポートベクトルネットワークアナライザの
シングルエンド信号をバランにより差動変換していました。し
かし、差動ミリ波デバイスの真の特性を知るにはバランが不
確定要素でした。ME7838G4は70 kHzから220 GHzの超広帯
域で4ポート測定に対応し、真の特性を評価できます。

 広帯域4ポートベクトルネットワークアナライザ
 ME7838G4

Beyond 5G/6Gミリ波差動デバイスの
超広帯域測定Beyond 5G / 6G
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端末の最大パフォーマンス評価、発熱対策を進めるうえでは、実
網評価では困難な安定性・再現性の高い試験環境が求められ
ています。
MT8000Aとシールドボックスを使用することでこの課題を解決
します。

 ラジオ コミュニケーション テストステーション
 MT8000A

5G端末のNR-DC OTA
Maxスループット試験18

超高速・大容量化に対応する通信用測定器の設計基盤となる、
100 GHz超ミリ波の受動デバイス設計技術をご紹介します。

100 GHz超ミリ波のデバイス設計技術15
周波数帯域の利用効率改善策として検討されている、帯域内
全二重通信実現のための干渉モニタリング装置の開発につい
てご紹介します。

AI/ML手法を用いた
信号モニタリング技術16

Control PC  （Ex. SSM）

SmartStudio NR

Power Supply
Test device

ベクターセミコン（株） 様ブース：I-09  に展示

ME7838G4
広帯域ベクトルネットワークアナライザ

専用
MPI製 220 GHzプローブ 
50/75/100μm pitch

専用
220GHz用変換アダプタ
1mm, 0.8 mm,WR5（140～220 GHz）

Kelvin Bias-Tee
取付け時

Anritsu
Test & Measurement
LinkedIn

森田テック（株） 様ブース：B-10  に展示

本社　〒243-8555  神奈川県厚木市恩名5-1-1　
通信計測営業本部 第1営業推進部　TEL：046-296-1208

https://www.anritsu.com アンリツ株式会社

Webサイト

External Control I/F

https://tm-jp.anritsu.com/mwe2023.html
https://www.facebook.com/AnritsuTandM/
https://www.linkedin.com/showcase/anritsu-test-and-measurement/
https://www.Anritsu.com

